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“
地
す
べ
り
”
に
ご
注
意
を
〃

　
　
昭
和
二
十
年
以
来
と
言
わ
れ
た
今

　
冬
の
異
常
豪
雪
の
た
め
、
春
の
融
雪

り
に
よ
る
地
下
浸
透
水
の
量
は
、
例
年

べす
と
比
較
に
な
ら
な
い
程
多
く
な
る
と

地
で
思
わ
れ
、
地
す
べ
り
の
多
発
が
心
配

沢
さ
れ
て
い
ま
す
．
市
で
は
、
県
の
委
任

之笹
を
受
け
、
地
す
べ
り
巡
視
員
を
置
き

困
監
視
を
し
て
い
ま
す
が
、
範
囲
が
広

日29

い
た
め
、
目
の
届
か
な
い
面
が
あ
り

月
4
ま
す
。
土
地
の
き
裂
や
陥
没
、
隆
起

　
な
ど
の
地
す
べ
り
の
徴
候
を
発
見
し

　
た
ら
土
木
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

じ曲齢端拶紫
加州蟹1岬い画
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こ
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ン
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ね

ヒ
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き
ゃ
，

ほ
、
5

み
な
ぐ
い

ヤ
ぶ
け
㌔
．
涯
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（
　
’
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
ね
が
い

　
衛
生
セ
ン
タ
控
（
し
尿
処
理
場
）
に
搬
入
さ
れ
る
各
家
庭
の
し
尿
は
、

い
ろ
い
ろ
の
雑
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
分
解
さ
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル

襲
嘉
献
ゴ
ム
や
布
製
品
等
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
除
去

ず
み
ご
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
機
械
を
損
傷
し
、
故
障
の
原
因

、
に
も
な
り
．
多
欝
の
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
現
状
で
す
．

・
セ
ン
タ
霧
で
は
・
分
解
作
用
に
よ
っ
て
汚
水
を
清
浄
水
に
変
え
、
塩
素

滅
凹
霞
を
し
放
流
し
で
い
衷
ナ
．

　
各
家
鷹
の
硬
槍
に
は
消
化
分
解
を
そ
寝
し
、
ま
た
は
、
分
解
困
難
な
物

．
盤
（
滋
。
。
砂
ザ
箸
・
搬
震
・
布
。
皮
・
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
）
を
投
入
し
な
い

轟
う
ご
縮
方
を
お
願
い
し
ま
す
．

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
　
場
　
　
名

対
象
地
区

5
月
21
日
困

午
前
9
時
　
分

～
午
前
1
0
時

仙
之
山
作
業
所

仙
之
山

前
1
　
　
分

～
午
前
11
時
30
分

東
下
組

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

平
、
漉
野

午
後
1
時

～
午
後
1
時
30
分

慶
地
冬
季
分
校

慶
　
　
地

後
2
時

～
午
後
3
時

二
子
冬
季
分
校

二
　
　
子

隔
つ

ノ

　
▼
小
海
俊
夫
（
春
日
町
一
）
　
二

万
円
…
香
典
返
し
▼
越
村
克
久
（
中

町
）
　
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
大

久
保
強
（
新
座
）
　
五
万
円
…
香
典

返
し
▼
ア
マ
ノ
ヤ
衣
料
品
、
制

服
他
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
一
）
　
五

千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千

円
　
▼
根
津
清
治
（
本
町
六
の
二
）

十
万
円

つ
く
し
園
へ

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
通
知
が
い
か
な
い
か
た
で
、
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場

　
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
に
は
、
お
っ
て
市
報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
▼
根
津
清
治
（
本
町
六
の
二
）

十
万
円

交
通
遺
児
へ

　
▼
十
日
町
オ
；
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
（
代
表
関
口
義
男
）
　
四
万
七
千

八
百
八
十
円

癬璽料理・蝿
　　　　　　　　①木の芽は茄でて2～3時間位、水
　材料（3人分）　　にさらしてから1．5α臓位に切る。

　米…………2合　②米は固めに水加減して酒大2、塩
　酒………。”大2　　小1で味付して炊き上げる。

　塩……”…小1　③①の木の芽の水を切り、酒大1、
木璽著：：：：：鵬　塩小去で鮒1ナして・から炊りし・

酒”．＿’大1あっいうちに・②にまぜ合わせる
　塩…”　“小τ　　白米の臼と木の芽の緑が調和して

　　　　　　　　　食欲をそそる。
ポイント
●木の芽は色よくする為、姦でる時塩を少々入れる・又・

　から炊りするので柔かすぎない様に茄でてください。

●熱い御飯に、バターと茄でた木の芽をのせて、いただく

　のも一味変った旬の味が楽しめます。

　わらびと身欠鯨の煮物

　材料（10人分〉　綱理｝
　わらび……800g　①わらびは灰か重曹であくぬきして、

　油　揚……5枚　　　5㎝位に切る。
　身欠錬……200g　②油揚は油ぬきして1伽位に切る。
　砂　糖……大2　　③身欠錬はよく洗って2㎝位に切る。

醤　油……大5　　④全部1度に鍋に入れ火にかけ、分
　だ　し……C1　　量の調味料で味付する。

ポイント
●わらび8009に、重曹大さじ1壱杯をふってたっぶりと熱

　湯をかけて、浮かない様に軽く重石をして一晩おき、あ

　く抜きしてください。

●身欠諫は、米のとぎ汁につけてあく抜きし、熱湯をかけ

　て水で洗います。
●野菜の煮物は、5～6時間から一晩おいて煮返して食べ

　るのがおいしいです。（郷土料理研究グループいろり会

　
停
電
φ
お
知
ら
せ

　
▼
五
且
十
一
、
一
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
一
丁
目
下
・
本
町

東
一
丁
目
・
山
本
町
五
丁
目
の
各
一

部
、
本
町
一
丁
目
上
、
千
歳
町
三
丁

目
　
▼
五
月
十
六
日
出
　
午
前
九
時

三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
ま
で
　
高

田
町
四
丁
目
・
五
丁
目
・
住
吉
町
の

各
一
部
▼
五
月
十
九
目
図
午
後

一
時
～
五
時
ま
で
　
四
日
町
新
田
第

一
・
第
二
、
南
新
田
町
、
四
日
町
第

三
の
各
一
部
、
四
日
町
新
田
第
四

▼
五
月
二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
高
田
町
三
丁
目
東
・
丸
山

町
の
各
一
部
▼
五
月
二
十
一
日
困

午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
中
手
、

中
平
、
名
ケ
山
　
▼
五
月
二
十
二
日

囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

下
町
、
中
町
、
中
条
島
、
峠
の
各
一

部
、
梅
沢
、
背
戸
　
▼
五
月
二
十
六

日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

土
市
第
四
の
一
部
、
新
宮
第
丁
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
、
憲

事
ヒ
げ
2
　
品

O
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初

め
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
全
国
で
は

三
百
近
く
の
都
市
が
外
国
の
都
市
と

姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
び
、
県
内
で

は
、
新
潟
、
見
附
、
十
日
町
の
三
市

が
提
け
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
も
す

る
叔
姉
妹
都
市
は
、
結
ん
で
み
る
だ

け
で
、
親
善
の
実
が
あ
が
ら
な
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
コ
モ
市
は
、
産
業

も
人
口
も
風
土
も
十
日
町
市
に
よ
く

似
た
町
で
も
あ
り
、
経
済
、
文
化
、

青
年
交
流
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
実
の

あ
が
る
地
道
な
交
流
が
望
ま
れ
ま
す
。

49，306人（男24，097人・女25，209人）※基本台帳人ロ49，860人（4月1日現在）12，046／推計人ロ■市勢／世帯数
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今
年
の
豪
雪
は
観
測
史
上
例
を
み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
豪
雪
の
ツ
メ
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
無

雪
地
域
と
の
格
差
を
是
正
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
本
市
に
と
っ
て
最
も
基
本

的
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
豪
雪
を
克
服
す
る
た
め
、
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
国
、
県

　
ヤ
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
対
策
を
立
て
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
、
国
土
庁
が
、
全
国
ニ
ヵ
所
で
実
施

す
る
「
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
の
指
定
を
受
け
、
交

通
確
保
の
た
め
の
除
排
雪
、
産
業
の
振
興
、
冬
期
間
の
生
活
改
善
な
ど
の

総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
計
画
づ
く
り

　
国
土
庁
は
、
今
年
度
、
豪
雪
地
帯

の
定
住
構
想
に
関
す
る
新
規
事
業
と

し
て
、
十
日
町
市
と
山
形
県
米
沢
市

の
二
市
を
対
象
に
「
克
雪
地
域
づ
く

り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、
豪
雪

罫
純

地
帯
と
言
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
実

情
が
異
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
で
画
一
的
な
計
画
策
定
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
地
域
の

特
性
と
主
体
性
を
生
か
し
、
地
域
の

実
情
を
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
人
の

手
に
よ
っ
た
、
個
性
豊
か
な
地
域
計

画
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
計
画
内
容
は
、
豪
雪
地
帯
に

56豪雪の記録一

　〔雪の記録〕

●最深積雪　374m（2月28日）

　　　　　観測史上4番目

●時間別降雪記録　　128．5m

　l
　　（1月12日午前9時～Pl1311午前9時）

●24時間び）降雪記録　88cm

●連続5日間の降雪累計　312cm

　　　　　　　　　　（1月10日～14日）

●新積雪深の累計　1，797cm観測史 ヒ2番目

〔雪による被害〕

●人身事故　死亡1名、重傷6名、軽傷5名

●建物倒壊　5件

●浸水事故　床上11件、床下38件

●雪崩10件
●避難命令　2件、12世帯

　　　（避難勧告　1件、1世帯）

●臨時休校　小学校延23校、高等学校延4校

●学校給食中止校　1月12日～31日の間

　　　　　　　　　　　　　　　　　延92校

●自宅学習　1月12日～24日延16校127人

〔除、排雪にかかった経費〕

●道路関係　　　　4億2，333万円

●公共施設関係　　　6，689万円

●そグ）他び）経費　　　2，613万円

　　合　計　　　5億1，635万円

妻
コ
5
懸
監
蚤
雪
蓋
器
5
醒
蓄
翌
置
謬
謬
謬
謬
謬
歪
書
コ
蚤
曜
謬
聖
凄
蓋
認
謬
謬
コ
塁
［
謬
凄
謬
書
謬
翠
2
歪
謬
認
コ
5
曜
翌
歪
…
当
誕
翌
凄
コ
置
歪
濯
謬
雪
藝
謬
書
歪
濯
コ

お
け
る
地
域
振
興
計
画
を
克
雪
の
立

場
か
ら
と
ら
え
直
し
、
地
域
の
特
性

や
主
体
性
を
生
か
し
た
地
域
振
興
計

画
と
し
て
モ
デ
ル
的
に
調
査
、
作
成

し
、
今
後
の
計
画
づ
く
り
の
指
針
と

す
る
も
の
で
す
．
そ
の
為
、
一
、
除

排
雪
、
二
、
産
業
の
振
興
、
三
、
冬

期
の
生
活
改
善
の
面
か
ら
克
雪
地
域

づ
く
り
の
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

除
排
雪
・
産
業
の
振
興
・

　
　
　
　
冬
期
間
の
生
活
改
善
を
柱
に

　
一
、
除
排
雪
計
画
で
は
、
道
路
、

住
宅
密
集
地
、
公
共
施
設
の
除
排
雪

計
画
、
集
落
間
の
交
通
確
保
計
画
な

ど
、
地
域
内
で
採
る
べ
き
除
排
雪
計

画
を
｝
体
的
に
策
定
し
ま
す
。
な
お

そ
の
際
、
除
雪
機
械
、
消
雪
パ
イ
プ

流
雪
溝
な
ど
の
施
設
整
備
計
画
と
あ

わ
せ
、
そ
れ
ら
の
運
用
や
市
民
の
協

力
方
式
な
ど
の
検
討
も
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

二
、
産
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画
で

は
、
冬
期
間
の
産
業
活
動
の
停
滞
に

対
す
る
対
策
、
伝
統
的
な
地
場
産
業

の
保
護
、
育
成
計
画
、
雇
用
機
会
の

拡
大
計
画
、
利
雪
産
業
の
導
入
に
関

す
る
計
画
な
ど
、
豪
雪
地
帯
に
お
け

る
産
業
の
振
興
に
関
す
る
総
合
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
す
．
ま
た
、
異
常
豪

雪
の
地
域
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
と
こ

れ
に
対
す
る
応
急
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
ま
す
。

三
、
冬
期
間
の
生
活
改
善
に
関
す
る

計
画
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
体
育

館
や
地
域
集
会
場
、
温
水
ブ
ー
ル
な

ど
の
施
設
整
備
計
画
や
既
存
の
施
設

も
含
め
た
活
用
計
画
、
冬
期
生
活
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
施
設
の
整
備
計
画
、
冬
期
間
の
市

民
参
加
に
よ
る
文
化
的
催
し
に
関
す

る
計
画
な
ど
、
冬
期
の
生
活
改
善
に

関
す
る
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、
克

雪
生
活
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
住
宅

改
良
、
各
分
野
に
わ
た
る
生
活
改
善

の
工
夫
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
①

自
然
状
況
、
②
交
通
状
況
、
③
土
地

利
用
状
況
、
④
水
利
現
況
、
⑤
除
排

雪
の
状
況
、
⑥
産
業
の
状
況
、
⑦
住

民
の
意
向
な
ど
に
つ
い
て
十
分
調
査

し
雪
国
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
実

状
を
は
握
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
・
県
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
市
で
は
、
策
定
に
か
か
る
各

種
の
基
礎
調
査
か
ら
計
画
原
案
作
成

に
つ
い
て
、
二
十
二
名
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
一
月
ま
で

に
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
．

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・

　
　
　
地
区
懇
談
会
を
実
施

地
区
広
聴
会
の
共
通
テ
ー
マ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
雪
」
に

　
今
回
の
克
雪
モ
デ
ル
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
実
態
を
ふ
ま
え

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
計
画
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
区
懇
談

会
、
地
区
広
聴
会
を
実
施
し
、
地
域

の
実
態
の
は
握
に
つ
と
め
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
i
卜
調
査
で
は
、
六
月
中

に
、
約
、
、
一
千
世
帯
を
対
象
に
、
今
冬

の
被
害
状
況
の
は
握
も
含
め
て
行
い

ま
す
。
八
月
に
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
、
地
区
懇
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
六
月
末
か
ら

十
四
会
場
で
実
施
さ
れ
る
、
地
区
広

聴
会
の
共
通
テ
ー
マ
を
「
雪
」
と
し
、

幅
広
く
、
克
雪
の
た
め
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ゆ

き
ま
す
．
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
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一第3回臨時会で再選一

　
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
五
月

二
十
二
日
開
催
さ
れ
、
斉
木
議
長
、

小
海
副
議
長
か
ら
辞
表
が
提
出
さ
れ
、

選
挙
の
結
果
、
斉
木
議
長
、
小
海
副

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ
訴
し
た
。

　
な
お
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

常
任
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
な
ど

議
会
関
係
委
員
も
つ
ぎ
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
副
委
員
長
　
岡
村
清
一

　
委
員
　
佐
藤
勝
巳
、
佐
藤
↓
男
、

上
村
仁
平
、
樋
口
熊
蔵
、
越
村
大
吉
、

南
雲
金
一
、
斎
木
正
義

建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
宮
山
達
男

　
副
委
員
長
　
樋
口
久
一

　
委
員
　
庭
野
耕
策
、
小
林
辰
雄
、

尾
身
武
志
、
橋
本
貞
一
、
滝
沢
重
治
、

爲
謬

斉木議長小海副議長

風
間
又
五
郎
、
佐
藤
利
雄

　
社
会
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
小
杉
清
一
、

小
海
徳
治
、
根
津
新
作
、
遠
田
金
市
、

樋
熊
清
一●

特
別
委
員
会

　
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

　
会
　
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
佐
藤
勝
巳
、

上
村
仁
平
、
庭
野
耕
策
、
樋
口
久
一
、

小
海
徳
治
、
小
林
正
俊
、
風
間
又
五

郎
、
斎
木
正
義

　
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
副
委
員
長
　
橋
本
貞
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
佐
藤
一
男
、

樋
口
熊
蔵
、
宮
沢
健
　
、
小
林
辰
雄
、

南
雲
金
一
、
尾
身
武
志
、
小
海
徳
治
、

斎
木
正
義
、
大
島
昭
二

　
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
根
津
新
作

　
副
委
員
長
　
越
村
大
吉

　
委
員
　
小
林
辰
雄
、
小
宮
山
達
男
、

南
雲
金
一
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、

斎
木
正
義
、
大
島
昭
．
．
一

●
組
合
議
会
議
員

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
議

　
会
議
員

　
斎
木
正
義
、
大
島
照
、
一

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
員

　
小
海
徳
治
、
小
林
正
俊
、
佐
藤
利

雄
、
大
島
昭
．
、
一

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

　
合
議
会
議
員

　
越
村
大
吉
、
岡
村
清
一
、
小
林
辰

雄
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、
根
津

新
作
、
樋
熊
清
］
、
斎
木
正
義
、
大

島
昭
三

　
十
日
町
市
・
川
西
町
・
中
里
村
伝

　
染
病
舎
組
合
議
会
議
員

　
上
村
仁
平
、
庭
野
耕
策
、
宮
沢
健

一
、
遠
田
金
市
、
樋
熊
清
］

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

　
委
員
樋
口
熊
蔵
、
小
宮
山
達
男
、

小
林
正
俊
、
大
島
昭
三

●
監
査
委
員

小
杉
清
］

地
区
広
聴
会
關
催

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
末
か
ら
十
四
会
場
で

　
各
地
区
の
要
望
や
問
題
点
を
直
接

お
聞
き
し
て
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

地
区
広
聴
会
を
六
月
末
か
ら
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
は
地
区
振
興
会
を
単

位
に
十
四
会
場
で
行
い
ま
す
．

　
今
年
度
、
市
で
は
、
国
土
庁
の
指

　
　
　
　
3
0

地区広聴会日程
　　　時間：夜7：30～9

暫

定
を
受
け
（
全
国
二
辺
所
）
、
克
雪

地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
を
策
定
し

ま
す
が
、
そ
の
中
に
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

年
の
共
通
テ
ー
マ
を
「
雪
」
と
し
ま

す
．
克
雪
の
た
め
の
地
域
の
実
情
や

月／日 地　　区 会　　　場

6／29 六　　箇 羽　根　川　荘

6／30 飛　　渡 飛渡地区公民館

7／2 東下組 東　下　組　小

7／6 美佐島
江道・猿倉
集落開発センター

7／7 新　　座 新座公民館

7／8 大井田 大井田公民館

7／10 中　　条 中条地区公民館

7月11日以降の目程は、6月25日
付お知ρ）せ版に掲載します・

対
策
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
開
催
時
間
は
、
三
十
分
繰
り
下
げ

て
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
の
二
時

間
で
す
。

施
設
見
学
会
に

　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
市
の
現
状
や
し
ご
と
の

実
態
な
ど
を
実
際
に
目
で
見
、
耳
で

聴
い
て
い
た
だ
く
た
め
施
設
見
学
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
の
施
設
も

年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。
市
の
実
情

を
一
目
じ
っ
く
り
か
け
て
見
学
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
期
間
は
七

月
中
旬
～
九
月
上
旬
、
一
団
体
、
二

＋
名
く
ら
い
で
、
参
加
料
は
無
料
で

す
．
詳
細
は
、
六
月
二
十
五
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
企
画
広
報
係
へ
。

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
雷
｝
｝
｝
｝
｝

　
六
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
、
田
植
え
時
期
の
忙
し

い
と
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
園
建
設
に
つ
い
て
一
二
件
、
道

路
関
係
四
件
、
大
池
開
発
・
運
動
広
場
各
一
件
な
ど
計
七

組
五
十
一
人
が
参
加
、
熱
心
な
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
公
園
（
仮
称
）
の

　
　
建
設
促
進
構
想

●
八
箇
産
業
振
興
会
青
壮
年
部

●
上
町
連
合
青
年
会

　
八
箇
笹
之
沢
地
内
に
「
あ
じ
さ
い

公
園
」
　
（
仮
称
）
を
造
成
す
る
計
画

を
、
八
箇
と
ト
日
町
L
町
の
青
年
会

が
連
合
組
織
を
つ
く
り
立
案
中
で
す
．

．
）
れ
は
、
過
疎
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
地
域
を
愛
す
る
私
達
が

英
知
と
汗
と
力
を
結
集
し
、
行
政
の

協
力
を
得
て
構
想
実
現
に
む
け
、
努

力
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

現
在
の
具
体
的
計
画
の
中
に
あ
る
①

測
量
②
あ
じ
さ
い
の
配
置
③
探
勝
路

の
整
備
④
駐
車
場
の
造
成
な
ど
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
．
長
　
　
昨
年
の
十
二
月
の
こ
の
会

で
も
基
本
的
な
構
想
は
聞
い
た
が
、
行

政
と
し
て
は
、
予
算
措
置
を
し
て
な

い
も
の
を
す
ぐ
や
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て

正
式
な
造
園
設
計
な
ど
も
当
然
必
要

に
な
る
の
で
内
部
的
に
検
討
を
す
る
。

※7月1日の「市民と語る日」は水沢地区公民館で行います。
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今
年
の
豪
雪
は
観
測
史
上
例
を
み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
豪
雪
の
ツ
メ
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
無

雪
地
域
と
の
格
差
を
是
正
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
本
市
に
と
っ
て
最
も
基
本

的
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
豪
雪
を
克
服
す
る
た
め
、
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
国
、
県

　
ヤ
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
対
策
を
立
て
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
、
国
土
庁
が
、
全
国
ニ
ヵ
所
で
実
施

す
る
「
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
の
指
定
を
受
け
、
交

通
確
保
の
た
め
の
除
排
雪
、
産
業
の
振
興
、
冬
期
間
の
生
活
改
善
な
ど
の

総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
計
画
づ
く
り

　
国
土
庁
は
、
今
年
度
、
豪
雪
地
帯

の
定
住
構
想
に
関
す
る
新
規
事
業
と

し
て
、
十
日
町
市
と
山
形
県
米
沢
市

の
二
市
を
対
象
に
「
克
雪
地
域
づ
く

り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、
豪
雪

罫
純

地
帯
と
言
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
実

情
が
異
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
で
画
一
的
な
計
画
策
定
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
地
域
の

特
性
と
主
体
性
を
生
か
し
、
地
域
の

実
情
を
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
人
の

手
に
よ
っ
た
、
個
性
豊
か
な
地
域
計

画
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
計
画
内
容
は
、
豪
雪
地
帯
に

56豪雪の記録一

　〔雪の記録〕

●最深積雪　374m（2月28日）

　　　　　観測史上4番目

●時間別降雪記録　　128．5m

　l
　　（1月12日午前9時～Pl1311午前9時）

●24時間び）降雪記録　88cm

●連続5日間の降雪累計　312cm

　　　　　　　　　　（1月10日～14日）

●新積雪深の累計　1，797cm観測史 ヒ2番目

〔雪による被害〕

●人身事故　死亡1名、重傷6名、軽傷5名

●建物倒壊　5件

●浸水事故　床上11件、床下38件

●雪崩10件
●避難命令　2件、12世帯

　　　（避難勧告　1件、1世帯）

●臨時休校　小学校延23校、高等学校延4校

●学校給食中止校　1月12日～31日の間

　　　　　　　　　　　　　　　　　延92校

●自宅学習　1月12日～24日延16校127人

〔除、排雪にかかった経費〕

●道路関係　　　　4億2，333万円

●公共施設関係　　　6，689万円

●そグ）他び）経費　　　2，613万円

　　合　計　　　5億1，635万円

妻
コ
5
懸
監
蚤
雪
蓋
器
5
醒
蓄
翌
置
謬
謬
謬
謬
謬
歪
書
コ
蚤
曜
謬
聖
凄
蓋
認
謬
謬
コ
塁
［
謬
凄
謬
書
謬
翠
2
歪
謬
認
コ
5
曜
翌
歪
…
当
誕
翌
凄
コ
置
歪
濯
謬
雪
藝
謬
書
歪
濯
コ

お
け
る
地
域
振
興
計
画
を
克
雪
の
立

場
か
ら
と
ら
え
直
し
、
地
域
の
特
性

や
主
体
性
を
生
か
し
た
地
域
振
興
計

画
と
し
て
モ
デ
ル
的
に
調
査
、
作
成

し
、
今
後
の
計
画
づ
く
り
の
指
針
と

す
る
も
の
で
す
．
そ
の
為
、
一
、
除

排
雪
、
二
、
産
業
の
振
興
、
三
、
冬

期
の
生
活
改
善
の
面
か
ら
克
雪
地
域

づ
く
り
の
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

除
排
雪
・
産
業
の
振
興
・

　
　
　
　
冬
期
間
の
生
活
改
善
を
柱
に

　
一
、
除
排
雪
計
画
で
は
、
道
路
、

住
宅
密
集
地
、
公
共
施
設
の
除
排
雪

計
画
、
集
落
間
の
交
通
確
保
計
画
な

ど
、
地
域
内
で
採
る
べ
き
除
排
雪
計

画
を
｝
体
的
に
策
定
し
ま
す
。
な
お

そ
の
際
、
除
雪
機
械
、
消
雪
パ
イ
プ

流
雪
溝
な
ど
の
施
設
整
備
計
画
と
あ

わ
せ
、
そ
れ
ら
の
運
用
や
市
民
の
協

力
方
式
な
ど
の
検
討
も
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

二
、
産
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画
で

は
、
冬
期
間
の
産
業
活
動
の
停
滞
に

対
す
る
対
策
、
伝
統
的
な
地
場
産
業

の
保
護
、
育
成
計
画
、
雇
用
機
会
の

拡
大
計
画
、
利
雪
産
業
の
導
入
に
関

す
る
計
画
な
ど
、
豪
雪
地
帯
に
お
け

る
産
業
の
振
興
に
関
す
る
総
合
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
す
．
ま
た
、
異
常
豪

雪
の
地
域
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
と
こ

れ
に
対
す
る
応
急
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
ま
す
。

三
、
冬
期
間
の
生
活
改
善
に
関
す
る

計
画
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
体
育

館
や
地
域
集
会
場
、
温
水
ブ
ー
ル
な

ど
の
施
設
整
備
計
画
や
既
存
の
施
設

も
含
め
た
活
用
計
画
、
冬
期
生
活
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
施
設
の
整
備
計
画
、
冬
期
間
の
市

民
参
加
に
よ
る
文
化
的
催
し
に
関
す

る
計
画
な
ど
、
冬
期
の
生
活
改
善
に

関
す
る
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、
克

雪
生
活
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
住
宅

改
良
、
各
分
野
に
わ
た
る
生
活
改
善

の
工
夫
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
①

自
然
状
況
、
②
交
通
状
況
、
③
土
地

利
用
状
況
、
④
水
利
現
況
、
⑤
除
排

雪
の
状
況
、
⑥
産
業
の
状
況
、
⑦
住

民
の
意
向
な
ど
に
つ
い
て
十
分
調
査

し
雪
国
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
実

状
を
は
握
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
・
県
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
市
で
は
、
策
定
に
か
か
る
各

種
の
基
礎
調
査
か
ら
計
画
原
案
作
成

に
つ
い
て
、
二
十
二
名
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
一
月
ま
で

に
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
．

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・

　
　
　
地
区
懇
談
会
を
実
施

地
区
広
聴
会
の
共
通
テ
ー
マ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
雪
」
に

　
今
回
の
克
雪
モ
デ
ル
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
実
態
を
ふ
ま
え

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
計
画
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
区
懇
談

会
、
地
区
広
聴
会
を
実
施
し
、
地
域

の
実
態
の
は
握
に
つ
と
め
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
i
卜
調
査
で
は
、
六
月
中

に
、
約
、
、
一
千
世
帯
を
対
象
に
、
今
冬

の
被
害
状
況
の
は
握
も
含
め
て
行
い

ま
す
。
八
月
に
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
、
地
区
懇
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
六
月
末
か
ら

十
四
会
場
で
実
施
さ
れ
る
、
地
区
広

聴
会
の
共
通
テ
ー
マ
を
「
雪
」
と
し
、

幅
広
く
、
克
雪
の
た
め
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ゆ

き
ま
す
．
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
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一第3回臨時会で再選一

　
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
五
月

二
十
二
日
開
催
さ
れ
、
斉
木
議
長
、

小
海
副
議
長
か
ら
辞
表
が
提
出
さ
れ
、

選
挙
の
結
果
、
斉
木
議
長
、
小
海
副

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ
訴
し
た
。

　
な
お
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

常
任
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
な
ど

議
会
関
係
委
員
も
つ
ぎ
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
副
委
員
長
　
岡
村
清
一

　
委
員
　
佐
藤
勝
巳
、
佐
藤
↓
男
、

上
村
仁
平
、
樋
口
熊
蔵
、
越
村
大
吉
、

南
雲
金
一
、
斎
木
正
義

建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
宮
山
達
男

　
副
委
員
長
　
樋
口
久
一

　
委
員
　
庭
野
耕
策
、
小
林
辰
雄
、

尾
身
武
志
、
橋
本
貞
一
、
滝
沢
重
治
、

爲
謬

斉木議長小海副議長

風
間
又
五
郎
、
佐
藤
利
雄

　
社
会
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
小
杉
清
一
、

小
海
徳
治
、
根
津
新
作
、
遠
田
金
市
、

樋
熊
清
一●

特
別
委
員
会

　
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

　
会
　
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
佐
藤
勝
巳
、

上
村
仁
平
、
庭
野
耕
策
、
樋
口
久
一
、

小
海
徳
治
、
小
林
正
俊
、
風
間
又
五

郎
、
斎
木
正
義

　
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
副
委
員
長
　
橋
本
貞
一

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
佐
藤
一
男
、

樋
口
熊
蔵
、
宮
沢
健
　
、
小
林
辰
雄
、

南
雲
金
一
、
尾
身
武
志
、
小
海
徳
治
、

斎
木
正
義
、
大
島
昭
二

　
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
根
津
新
作

　
副
委
員
長
　
越
村
大
吉

　
委
員
　
小
林
辰
雄
、
小
宮
山
達
男
、

南
雲
金
一
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、

斎
木
正
義
、
大
島
昭
．
．
一

●
組
合
議
会
議
員

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
議

　
会
議
員

　
斎
木
正
義
、
大
島
照
、
一

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
員

　
小
海
徳
治
、
小
林
正
俊
、
佐
藤
利

雄
、
大
島
昭
．
、
一

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

　
合
議
会
議
員

　
越
村
大
吉
、
岡
村
清
一
、
小
林
辰

雄
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、
根
津

新
作
、
樋
熊
清
］
、
斎
木
正
義
、
大

島
昭
三

　
十
日
町
市
・
川
西
町
・
中
里
村
伝

　
染
病
舎
組
合
議
会
議
員

　
上
村
仁
平
、
庭
野
耕
策
、
宮
沢
健

一
、
遠
田
金
市
、
樋
熊
清
］

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

　
委
員
樋
口
熊
蔵
、
小
宮
山
達
男
、

小
林
正
俊
、
大
島
昭
三

●
監
査
委
員

小
杉
清
］

地
区
広
聴
会
關
催

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
末
か
ら
十
四
会
場
で

　
各
地
区
の
要
望
や
問
題
点
を
直
接

お
聞
き
し
て
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

地
区
広
聴
会
を
六
月
末
か
ら
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
は
地
区
振
興
会
を
単

位
に
十
四
会
場
で
行
い
ま
す
．

　
今
年
度
、
市
で
は
、
国
土
庁
の
指

　
　
　
　
3
0

地区広聴会日程
　　　時間：夜7：30～9

暫

定
を
受
け
（
全
国
二
辺
所
）
、
克
雪

地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
を
策
定
し

ま
す
が
、
そ
の
中
に
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

年
の
共
通
テ
ー
マ
を
「
雪
」
と
し
ま

す
．
克
雪
の
た
め
の
地
域
の
実
情
や

月／日 地　　区 会　　　場

6／29 六　　箇 羽　根　川　荘

6／30 飛　　渡 飛渡地区公民館

7／2 東下組 東　下　組　小

7／6 美佐島
江道・猿倉
集落開発センター

7／7 新　　座 新座公民館

7／8 大井田 大井田公民館

7／10 中　　条 中条地区公民館

7月11日以降の目程は、6月25日
付お知ρ）せ版に掲載します・

対
策
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
開
催
時
間
は
、
三
十
分
繰
り
下
げ

て
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
の
二
時

間
で
す
。

施
設
見
学
会
に

　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
市
の
現
状
や
し
ご
と
の

実
態
な
ど
を
実
際
に
目
で
見
、
耳
で

聴
い
て
い
た
だ
く
た
め
施
設
見
学
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
の
施
設
も

年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。
市
の
実
情

を
一
目
じ
っ
く
り
か
け
て
見
学
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
期
間
は
七

月
中
旬
～
九
月
上
旬
、
一
団
体
、
二

＋
名
く
ら
い
で
、
参
加
料
は
無
料
で

す
．
詳
細
は
、
六
月
二
十
五
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
企
画
広
報
係
へ
。

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
雷
｝
｝
｝
｝
｝

　
六
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
、
田
植
え
時
期
の
忙
し

い
と
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
園
建
設
に
つ
い
て
一
二
件
、
道

路
関
係
四
件
、
大
池
開
発
・
運
動
広
場
各
一
件
な
ど
計
七

組
五
十
一
人
が
参
加
、
熱
心
な
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
公
園
（
仮
称
）
の

　
　
建
設
促
進
構
想

●
八
箇
産
業
振
興
会
青
壮
年
部

●
上
町
連
合
青
年
会

　
八
箇
笹
之
沢
地
内
に
「
あ
じ
さ
い

公
園
」
　
（
仮
称
）
を
造
成
す
る
計
画

を
、
八
箇
と
ト
日
町
L
町
の
青
年
会

が
連
合
組
織
を
つ
く
り
立
案
中
で
す
．

．
）
れ
は
、
過
疎
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
地
域
を
愛
す
る
私
達
が

英
知
と
汗
と
力
を
結
集
し
、
行
政
の

協
力
を
得
て
構
想
実
現
に
む
け
、
努

力
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

現
在
の
具
体
的
計
画
の
中
に
あ
る
①

測
量
②
あ
じ
さ
い
の
配
置
③
探
勝
路

の
整
備
④
駐
車
場
の
造
成
な
ど
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
．
長
　
　
昨
年
の
十
二
月
の
こ
の
会

で
も
基
本
的
な
構
想
は
聞
い
た
が
、
行

政
と
し
て
は
、
予
算
措
置
を
し
て
な

い
も
の
を
す
ぐ
や
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て

正
式
な
造
園
設
計
な
ど
も
当
然
必
要

に
な
る
の
で
内
部
的
に
検
討
を
す
る
。

※7月1日の「市民と語る日」は水沢地区公民館で行います。
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とおガ彦お

よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
〃
“

　
　
　
＊
＊
周
囲
の
環
境
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
＊
＊

　
六
月
五
日
は
「
世
界
環
境
デ
ー
」

で
す
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
日
を
初

日
と
す
る
「
環
境
週
間
」
を
設
定
し

て
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
環
境
問
題
へ
の
認
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
住
み
郷
等
関

係
団
体
の
協
力
を
得
て
環
境
週
間
を

実
施
中
で
す
。

①
春
の
一
斉
衛
生
害
虫
駆
除
運
動

人藝

競
鮮
ノ雛◎

　
蚊
・
ハ
エ
等
衛
生
害
虫
の
発
生
源

対
策
に
よ
る
駆
除
や
、
薬
剤
散
布
に

よ
っ
て
住
み
よ
い
環
境
に
し
よ
う
。

②
町
内
一
斉
清
掃
運
動

　
町
内
ご
と
に
道
路
、
側
溝
、
公
園

等
の
清
掃
を
行
い
、
美
し
い
町
づ
く

り
に
努
め
よ
う
。

③
公
害
防
止
・
廃
棄
物
適
正
処
理
運

動
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環境週間です
％～641

、避　、

ぎ　
●
河
川
・
海
岸
愛
護
月
間
中
で
す
。

河
川
パ
ト
・
ー
ル
の
実
施
や
看
板
等

を
設
置
し
た
り
、
ゴ
ミ
等
の
不
法
投

棄
の
防
止
、
工
場
汚
水
の
適
正
的
排

出
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
●
公
共
施
設
・
部
落
集
会
所
に
、

も
え
る
ゴ
ミ
の
ゴ
ミ
袋
（
カ
ル
パ
ッ

ク
）
を
四
千
枚
無
料
配
付
し
ま
す
．

n
消
毒
機
を
無
料
で

　
　
お
貸
し
し
ま
す
n

　
市
で
は
蚊
・
ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害

虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
、
三
兼
消
毒

機
を
無
料
貸
出
し
し
て
い
ま
す
．

　
貸
出
し
を
希
望
す
る
町
内
や
団
体

の
か
た
は
、
市
・
市
民
生
活
課
環
境

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
一
二
一

六
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
は
使
用
の
一
～

二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

H
し
尿
浄
化
槽
は

　
　
　
定
期
点
検
を
H

　
生
活
雑
排
水
に
よ
る
汚
濁
源
の
な

か
で
も
、
し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
も
の

の
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
は
法
律
に
よ
っ
て
放

流
水
の
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
点
検
、
清
掃
を
専

門
業
者
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

目
油
流
出
事
故
防
止
を
H

　
毎
年
の
よ
う
に
油
流
出
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
流
出
事
故
は
、
そ
の
下
流
域
の
農

家
の
水
田
等
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
定
期
的
に
油
タ
ン
ク
等
を

点
検
し
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

H
食
中
毒
予
防
を
n

　
梅
雨
時
期
を
む
か
え
、
食
物
が
腐

敗
し
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
が
発
生

　住み郷十日町分会

　56年度事業計画決まる
　住みよい郷土建設協会十日町分会（会長尾

身斉治郎）では、地区の皆さんと協力して、

ハエ、蚊、ねずみ駆除、清掃等の生活環境を

明るくきれいにする運動をはじめ、食生活の

改善運動等を通じて健康で明るい郷土づくり

運動を進めてきました。

　同協会では、過日3日間にわたり市内6カ

所で地区会を開催し、昭和55年度事業経過報

告・決算が承認され、昭和56年度事業計画と

予算が決定されました。

　近年、生活環境が急速に改善されている反

面、生活様式変化による河川のよごれが進み

モラルの欠如による不法投棄等が増えていま

す。

　これらに対応して、環境パトロール、衛生

思想の充実をはかって行くことにしています

　　　●00●
1．町や川をきれいに、環境美化の推進

　（1）川や山にゴミを捨てない運動（不法投棄

　防止）

　（2）河川及び地域の清掃推進

　（3）環境パト・一ルと啓蒙宣伝の実施

　（4）緑の町づくり運動

2．ゴミ処理運動

　（1）水切り袋のあっせん

　（2）ゴミの減量運動

3．健康で明るい生活を推進する運動

　（1》国民健康づくり運動積極参加と協力

　（2）基礎食品の普及指導及び食生活改善の援

　助

4．衛生思想の普及運動

　（1）講演会等の開催

　
援
　
の
力
善

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
食
物
管
理

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
仕
出
し
物
・
折
り
詰
め
等
は

長
く
保
管
し
な
い
で
、
早
く
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
庖
丁
・
フ
キ
ン
・
ま
な
板
な
ど
の

調
理
物
の
整
理
整
頓

◎
調
理
場
を
整
理
し
い
つ
も
清
潔
に

◎
下
水
道
・
汚
物
入
な
ど
の
消
毒
と

害
虫
の
駆
除
を

　自然保護ポスター募集

●応募資格　小学校4年生以上

　中学校3年生まで

●締切り　6月30日

●送付先　学校ごとにとりまと

　め、新潟市学校町通1番町新

　潟県生活環境部自然保護課へ

●詳細　市・市民生活課環境係へ

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
発
生

野
ネ
ズ
ミ

　
　
退
治
を

　ニツ屋周辺と中条市之沢でツツガムシ

病患者が発生しました。ツッガムシ病の

病原媒体は野ネズミです。生息場所へ残

飯やゴミの不法投棄はやめましょう。

　なお近年ツッガムシ病が増えているこ

とから、県では総合疫学調査を新大医学

部に委託して県内24市町村で行うことに

なり、十日町市でも6月4日～5日にか
けて中条市之沢、信濃川十日町橋付近で

野ネズミの捕獲が実施されました。両地

区で100しかけた捕獲器には、14匹の野ネ

ズミがかかり、新大では研究室に持ち帰

り、病原体の有無等を調べることにして

います。

繕
収入
901，537円

　会費
　　霊，620一。000興85．2％

1世婆当書5鯛X婁2．00鰍嚇x90％

事桑資

銘0，000鱒

　20．0％
族費
鎚0，000凋

26．3％

豹入金

282，鵬

　獅．8％

支出
901，537円

謬
鷺晶費

400，000鞠

　2璽．0％

その他r

29，537門
1．6％
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鐘
醗
矧
酬
ー

羽根川荘
利
用
料
金
表

利用者 区分
利用料金 その他室を

利用の場合個人 団体

老　人
市内 100円 80円 集　会　室

　　1，000円

教養娯楽室

　　500円

市外 200円 200円

その他
市内 200円 200円

市外 250円 250円

灘戯響
、鱒癖鐡ツ

・
繊
鱒

糞
霧、嚢叢

轟

鍛
蟹
．

甑
　
　
・
毒
滋
撫

すべっこい湯だのお！！（寿会のみなさん）

撫
観
簗
嬢
灘
灘
灘
鱗

無灘蹴5礁

叢
4
鷺

　
市
内
田
麦
地
内
に
、
約
一
億
七
千

万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川
荘
」
が
開
館

し
て
い
ま
す
。

　
羽
根
川
荘
は
、
市
内
外
の
お
年
寄

り
の
生
活
相
談
、
健
康
相
談
、
リ
ハ

ビ
リ
機
器
の
利
用
、
教
養
の
向
上
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
備
を
用

意
し
、
ま
た
温
泉
引
湯
に
よ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
こ
れ

ま
で
に
十
団
体
と
個
人
で
約
七
百
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
去
る
六
月

六
日
に
は
本
町
一
丁
目
の
老
人
ク
ラ

ブ
寿
会
の
一
行
五
十
八
名
が
訪
ず
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
設
備
が
整
っ

て
い
て
申
し
分
な
い
、
市
街
地
か
ら

ち
ょ
っ
と
は
な
れ
て
い
て
環
境
が
よ

い
な
ど
と
話
さ
れ
、
会
長
の
高
木
さ

ん
は
、
、
バ
ス
の
便
が
あ
ま
り
よ
く
な

い
の
で
ぜ
ひ
と
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
の
利
用
要
項
を
参
照
さ
れ
、

多
数
の
か
た
が
お
い
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
利
用
す
る
日
の
三
日
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
　
（
雪
二
ー
五
四
三
四
番
）

利
用
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

入
浴
時
間
午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

休
日
　
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日

の
翌
日
、
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月

三
日

　
一
般
の
か
た
の
利
用
も
可
能
で
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障害者年キャラバン隊来市
　国際障害者年の趣旨普及のため、県

国際障害者年巡回キャンペーン実行委

員会主催によるキャラバン隊が5月22
日に十日町市を訪ずれました。

　一行は県障害福祉課の志賀信正さん

を隊長に、5人の青年ボランティァを
含む総勢10名で、市役所前で障害者

対策の推進をテーマとした鈴木総理大

臣、君県知事のメッセージを諸里市長

に手わたしました。

老
人
医
療
等
の
受
給
者
証
が
更
新
に

　
老
人
医
療
・
県
老
・
県
障
の
受
給

者
証
が
七
月
一
日
か
ら
新
し
く
な
り

ま
す
。
老
人
医
療
の
受
給
者
証
の
色

は
だ
い
だ
い
色
か
ら
水
色
に
か
わ
り

ま
す
が
、
県
老
・
県
障
の
受
給
者
証

は
今
ま
で
ど
お
り
白
色
で
す
．

　
老
人
医
療
と
県
老
の
受
給
者
証
は

六
月
末
に
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
か

ら
届
け
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
古
く

な
っ
た
受
給
者
証
と
引
き
か
え
に
受

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
県
障
の
受
給
者

証
は
直
接
送
付
し
ま
す
。
古
い
受
給

者
証
は
七
月
一
日
以
降
使
え
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
保
母
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
県
保
母
試
験
が
つ
ぎ
の
要
項
で
行

わ
れ
ま
す
。

試
験
期
日
　
筆
記
試
験
…
七
月
二
十

八
日
～
二
十
九
目
（
新
潟
か
長
岡
で
）

実
地
試
験
…
九
月
六
日
（
新
潟
で
）

受
験
申
請
受
付
　
六
月
二
十
日
～
六

月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
V

提
出
先
　
県
民
生
部
青
少
年
福
祉
課

保
母
試
験
係
（
新
潟
市
一
番
堀
通
り
）

問
い
合
わ
せ
　
市
・
社
会
福
祉
事
務

所
福
祉
係
（
8
七
－
三
一
二
番
内

線
二
一
五
）

手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
十

日
町
市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
事
業

と
し
て
、
手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
　
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
夜
七
時
～
八
時
半

●
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

●
講
師
　
田
中
伊
作
氏
・
高
梨
泰
子

氏
（
手
話
サ
ー
ク
ル
）

●
費
用
　
月
千
二
百
円

●
申
し
込
み
締
切
り
　
六
月
三
十
日

●
申
し
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
一
四
）
へ
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
　
㈲

，
国
際
障
害
者
年

　
　
　
　
　
　
ら

“
手
話
”
で
あ
た
た
か
い

　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を

十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル

　
高
梨
泰
子
（
リ
ー
ダ
ー
）

　
最
近
、
信
号
に
も
チ
ャ
イ
ム
付
き

の
所
が
多
く
な
グ
、
歩
道
に
は
点
字

ブ
・
ッ
ク
が
埋
め
込
ま
れ
、
歩
車
道

の
段
差
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

障
害
者
や
老
人
が
歩
き
や
す
い
よ
う

に
考
え
ら
れ
、
国
際
障
害
者
年
へ
の

完
全
参
加
と
平
等
と
い
う
テ
ー
マ
に

添
つ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
白
い
杖
の
人
に
道
を
譲
っ
て
い
ま

す
か
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
滑
り
ど
め

と
思
つ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
足
の
悪

い
人
や
お
年
寄
り
、
お
な
か
の
大
き

な
婦
人
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る

時
、
さ
っ
さ
と
渡
ら
な
い
か
な
あ
ー

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
と
、

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
達
が
ま
ち
に
で

て
、
社
会
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

街
づ
く
り
と
人
づ
く
り
が
一
体
に
な

っ
て
な
さ
れ
て
こ
そ
、
総
て
の
人
が

安
心
し
て
住
め
る
す
ば
ら
し
い
町
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
政
に
反

映
さ
れ
て
、
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
場
合
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
私
た

ち
も
自
分
で
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
生
ま
れ
た
の
が

手
話
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
警
察
官
・
日
航
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
・
市
の
職
員
が
手
話
を
覚
え
聴
覚

書
語
障
害
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
手
話
と
は
言
葉
を
手
で
表
現
し
、

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
も
の

で
す
。
プ
ロ
野
球
の
テ
レ
ビ
放
送
で
、

手
を
動
か
し
て
サ
イ
ン
を
出
し
ま
す

が
、
あ
れ
と
同
じ
様
な
も
の
で
す
。

　
道
路
を
隔
て
て
の
会
話
は
大
声
を

張
り
あ
げ
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、

手
話
な
ら
、
見
え
れ
ば
通
じ
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
夫
婦
・
親
子
・
恋

人
・
友
人
同
志
で
覚
え
れ
ば
、
ま
た

新
し
い
魅
力
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
聴
覚
言
語
障
害
者
と
の
交

流
も
加
わ
り
楽
し
さ
が
広
が
っ
て
行

き
ま
す
。
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
と

行
動
力
の
あ
る
人
の
住
む
す
ぱ
ら
し

い
ま
ち
ー
そ
こ
は
十
日
町
で
す
ー

と
み
ん
な
が
答
え
る
、
そ
ん
な
ま
ち

に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身障者体育大会でも手話通訳



博
Q
O
Q
O

（4）

とおガ彦お

よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
〃
“

　
　
　
＊
＊
周
囲
の
環
境
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
＊
＊

　
六
月
五
日
は
「
世
界
環
境
デ
ー
」

で
す
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
日
を
初

日
と
す
る
「
環
境
週
間
」
を
設
定
し

て
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
環
境
問
題
へ
の
認
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
住
み
郷
等
関

係
団
体
の
協
力
を
得
て
環
境
週
間
を

実
施
中
で
す
。

①
春
の
一
斉
衛
生
害
虫
駆
除
運
動

人藝

競
鮮
ノ雛◎

　
蚊
・
ハ
エ
等
衛
生
害
虫
の
発
生
源

対
策
に
よ
る
駆
除
や
、
薬
剤
散
布
に

よ
っ
て
住
み
よ
い
環
境
に
し
よ
う
。

②
町
内
一
斉
清
掃
運
動

　
町
内
ご
と
に
道
路
、
側
溝
、
公
園

等
の
清
掃
を
行
い
、
美
し
い
町
づ
く

り
に
努
め
よ
う
。

③
公
害
防
止
・
廃
棄
物
適
正
処
理
運

動
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説＼

●
題
●

ん鵬くモう町の■資・雛顧

環境週間です
％～641

、避　、

ぎ　
●
河
川
・
海
岸
愛
護
月
間
中
で
す
。

河
川
パ
ト
・
ー
ル
の
実
施
や
看
板
等

を
設
置
し
た
り
、
ゴ
ミ
等
の
不
法
投

棄
の
防
止
、
工
場
汚
水
の
適
正
的
排

出
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
●
公
共
施
設
・
部
落
集
会
所
に
、

も
え
る
ゴ
ミ
の
ゴ
ミ
袋
（
カ
ル
パ
ッ

ク
）
を
四
千
枚
無
料
配
付
し
ま
す
．

n
消
毒
機
を
無
料
で

　
　
お
貸
し
し
ま
す
n

　
市
で
は
蚊
・
ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害

虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
、
三
兼
消
毒

機
を
無
料
貸
出
し
し
て
い
ま
す
．

　
貸
出
し
を
希
望
す
る
町
内
や
団
体

の
か
た
は
、
市
・
市
民
生
活
課
環
境

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
一
二
一

六
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
は
使
用
の
一
～

二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

H
し
尿
浄
化
槽
は

　
　
　
定
期
点
検
を
H

　
生
活
雑
排
水
に
よ
る
汚
濁
源
の
な

か
で
も
、
し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
も
の

の
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
は
法
律
に
よ
っ
て
放

流
水
の
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
点
検
、
清
掃
を
専

門
業
者
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

目
油
流
出
事
故
防
止
を
H

　
毎
年
の
よ
う
に
油
流
出
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
流
出
事
故
は
、
そ
の
下
流
域
の
農

家
の
水
田
等
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
定
期
的
に
油
タ
ン
ク
等
を

点
検
し
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

H
食
中
毒
予
防
を
n

　
梅
雨
時
期
を
む
か
え
、
食
物
が
腐

敗
し
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
が
発
生

　住み郷十日町分会

　56年度事業計画決まる
　住みよい郷土建設協会十日町分会（会長尾

身斉治郎）では、地区の皆さんと協力して、

ハエ、蚊、ねずみ駆除、清掃等の生活環境を

明るくきれいにする運動をはじめ、食生活の

改善運動等を通じて健康で明るい郷土づくり

運動を進めてきました。

　同協会では、過日3日間にわたり市内6カ

所で地区会を開催し、昭和55年度事業経過報

告・決算が承認され、昭和56年度事業計画と

予算が決定されました。

　近年、生活環境が急速に改善されている反

面、生活様式変化による河川のよごれが進み

モラルの欠如による不法投棄等が増えていま

す。

　これらに対応して、環境パトロール、衛生

思想の充実をはかって行くことにしています

　　　●00●
1．町や川をきれいに、環境美化の推進

　（1）川や山にゴミを捨てない運動（不法投棄

　防止）

　（2）河川及び地域の清掃推進

　（3）環境パト・一ルと啓蒙宣伝の実施

　（4）緑の町づくり運動

2．ゴミ処理運動

　（1）水切り袋のあっせん

　（2）ゴミの減量運動

3．健康で明るい生活を推進する運動

　（1》国民健康づくり運動積極参加と協力

　（2）基礎食品の普及指導及び食生活改善の援

　助

4．衛生思想の普及運動

　（1）講演会等の開催

　
援
　
の
力
善

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
食
物
管
理

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
仕
出
し
物
・
折
り
詰
め
等
は

長
く
保
管
し
な
い
で
、
早
く
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
庖
丁
・
フ
キ
ン
・
ま
な
板
な
ど
の

調
理
物
の
整
理
整
頓

◎
調
理
場
を
整
理
し
い
つ
も
清
潔
に

◎
下
水
道
・
汚
物
入
な
ど
の
消
毒
と

害
虫
の
駆
除
を

　自然保護ポスター募集

●応募資格　小学校4年生以上

　中学校3年生まで

●締切り　6月30日

●送付先　学校ごとにとりまと

　め、新潟市学校町通1番町新

　潟県生活環境部自然保護課へ

●詳細　市・市民生活課環境係へ

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
発
生

野
ネ
ズ
ミ

　
　
退
治
を

　ニツ屋周辺と中条市之沢でツツガムシ

病患者が発生しました。ツッガムシ病の

病原媒体は野ネズミです。生息場所へ残

飯やゴミの不法投棄はやめましょう。

　なお近年ツッガムシ病が増えているこ

とから、県では総合疫学調査を新大医学

部に委託して県内24市町村で行うことに

なり、十日町市でも6月4日～5日にか
けて中条市之沢、信濃川十日町橋付近で

野ネズミの捕獲が実施されました。両地

区で100しかけた捕獲器には、14匹の野ネ

ズミがかかり、新大では研究室に持ち帰

り、病原体の有無等を調べることにして

います。

繕
収入
901，537円

　会費
　　霊，620一。000興85．2％

1世婆当書5鯛X婁2．00鰍嚇x90％

事桑資

銘0，000鱒

　20．0％
族費
鎚0，000凋

26．3％

豹入金

282，鵬

　獅．8％

支出
901，537円

謬
鷺晶費

400，000鞠

　2璽．0％

その他r

29，537門
1．6％
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鐘
醗
矧
酬
ー

羽根川荘
利
用
料
金
表

利用者 区分
利用料金 その他室を

利用の場合個人 団体

老　人
市内 100円 80円 集　会　室

　　1，000円

教養娯楽室

　　500円

市外 200円 200円

その他
市内 200円 200円

市外 250円 250円

灘戯響
、鱒癖鐡ツ

・
繊
鱒

糞
霧、嚢叢

轟

鍛
蟹
．

甑
　
　
・
毒
滋
撫

すべっこい湯だのお！！（寿会のみなさん）

撫
観
簗
嬢
灘
灘
灘
鱗

無灘蹴5礁

叢
4
鷺

　
市
内
田
麦
地
内
に
、
約
一
億
七
千

万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川
荘
」
が
開
館

し
て
い
ま
す
。

　
羽
根
川
荘
は
、
市
内
外
の
お
年
寄

り
の
生
活
相
談
、
健
康
相
談
、
リ
ハ

ビ
リ
機
器
の
利
用
、
教
養
の
向
上
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
備
を
用

意
し
、
ま
た
温
泉
引
湯
に
よ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
こ
れ

ま
で
に
十
団
体
と
個
人
で
約
七
百
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
去
る
六
月

六
日
に
は
本
町
一
丁
目
の
老
人
ク
ラ

ブ
寿
会
の
一
行
五
十
八
名
が
訪
ず
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
設
備
が
整
っ

て
い
て
申
し
分
な
い
、
市
街
地
か
ら

ち
ょ
っ
と
は
な
れ
て
い
て
環
境
が
よ

い
な
ど
と
話
さ
れ
、
会
長
の
高
木
さ

ん
は
、
、
バ
ス
の
便
が
あ
ま
り
よ
く
な

い
の
で
ぜ
ひ
と
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
の
利
用
要
項
を
参
照
さ
れ
、

多
数
の
か
た
が
お
い
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
利
用
す
る
日
の
三
日
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
　
（
雪
二
ー
五
四
三
四
番
）

利
用
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

入
浴
時
間
午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

休
日
　
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日

の
翌
日
、
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月

三
日

　
一
般
の
か
た
の
利
用
も
可
能
で
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障害者年キャラバン隊来市
　国際障害者年の趣旨普及のため、県

国際障害者年巡回キャンペーン実行委

員会主催によるキャラバン隊が5月22
日に十日町市を訪ずれました。

　一行は県障害福祉課の志賀信正さん

を隊長に、5人の青年ボランティァを
含む総勢10名で、市役所前で障害者

対策の推進をテーマとした鈴木総理大

臣、君県知事のメッセージを諸里市長

に手わたしました。

老
人
医
療
等
の
受
給
者
証
が
更
新
に

　
老
人
医
療
・
県
老
・
県
障
の
受
給

者
証
が
七
月
一
日
か
ら
新
し
く
な
り

ま
す
。
老
人
医
療
の
受
給
者
証
の
色

は
だ
い
だ
い
色
か
ら
水
色
に
か
わ
り

ま
す
が
、
県
老
・
県
障
の
受
給
者
証

は
今
ま
で
ど
お
り
白
色
で
す
．

　
老
人
医
療
と
県
老
の
受
給
者
証
は

六
月
末
に
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
か

ら
届
け
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
古
く

な
っ
た
受
給
者
証
と
引
き
か
え
に
受

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
県
障
の
受
給
者

証
は
直
接
送
付
し
ま
す
。
古
い
受
給

者
証
は
七
月
一
日
以
降
使
え
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
保
母
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
県
保
母
試
験
が
つ
ぎ
の
要
項
で
行

わ
れ
ま
す
。

試
験
期
日
　
筆
記
試
験
…
七
月
二
十

八
日
～
二
十
九
目
（
新
潟
か
長
岡
で
）

実
地
試
験
…
九
月
六
日
（
新
潟
で
）

受
験
申
請
受
付
　
六
月
二
十
日
～
六

月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
V

提
出
先
　
県
民
生
部
青
少
年
福
祉
課

保
母
試
験
係
（
新
潟
市
一
番
堀
通
り
）

問
い
合
わ
せ
　
市
・
社
会
福
祉
事
務

所
福
祉
係
（
8
七
－
三
一
二
番
内

線
二
一
五
）

手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
十

日
町
市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
事
業

と
し
て
、
手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
　
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
夜
七
時
～
八
時
半

●
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

●
講
師
　
田
中
伊
作
氏
・
高
梨
泰
子

氏
（
手
話
サ
ー
ク
ル
）

●
費
用
　
月
千
二
百
円

●
申
し
込
み
締
切
り
　
六
月
三
十
日

●
申
し
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
一
四
）
へ
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
　
㈲

，
国
際
障
害
者
年

　
　
　
　
　
　
ら

“
手
話
”
で
あ
た
た
か
い

　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を

十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル

　
高
梨
泰
子
（
リ
ー
ダ
ー
）

　
最
近
、
信
号
に
も
チ
ャ
イ
ム
付
き

の
所
が
多
く
な
グ
、
歩
道
に
は
点
字

ブ
・
ッ
ク
が
埋
め
込
ま
れ
、
歩
車
道

の
段
差
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

障
害
者
や
老
人
が
歩
き
や
す
い
よ
う

に
考
え
ら
れ
、
国
際
障
害
者
年
へ
の

完
全
参
加
と
平
等
と
い
う
テ
ー
マ
に

添
つ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
白
い
杖
の
人
に
道
を
譲
っ
て
い
ま

す
か
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
滑
り
ど
め

と
思
つ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
足
の
悪

い
人
や
お
年
寄
り
、
お
な
か
の
大
き

な
婦
人
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る

時
、
さ
っ
さ
と
渡
ら
な
い
か
な
あ
ー

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
と
、

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
達
が
ま
ち
に
で

て
、
社
会
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

街
づ
く
り
と
人
づ
く
り
が
一
体
に
な

っ
て
な
さ
れ
て
こ
そ
、
総
て
の
人
が

安
心
し
て
住
め
る
す
ば
ら
し
い
町
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
政
に
反

映
さ
れ
て
、
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
場
合
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
私
た

ち
も
自
分
で
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
生
ま
れ
た
の
が

手
話
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
警
察
官
・
日
航
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
・
市
の
職
員
が
手
話
を
覚
え
聴
覚

書
語
障
害
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
手
話
と
は
言
葉
を
手
で
表
現
し
、

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
も
の

で
す
。
プ
ロ
野
球
の
テ
レ
ビ
放
送
で
、

手
を
動
か
し
て
サ
イ
ン
を
出
し
ま
す

が
、
あ
れ
と
同
じ
様
な
も
の
で
す
。

　
道
路
を
隔
て
て
の
会
話
は
大
声
を

張
り
あ
げ
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、

手
話
な
ら
、
見
え
れ
ば
通
じ
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
夫
婦
・
親
子
・
恋

人
・
友
人
同
志
で
覚
え
れ
ば
、
ま
た

新
し
い
魅
力
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
聴
覚
言
語
障
害
者
と
の
交

流
も
加
わ
り
楽
し
さ
が
広
が
っ
て
行

き
ま
す
。
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
と

行
動
力
の
あ
る
人
の
住
む
す
ぱ
ら
し

い
ま
ち
ー
そ
こ
は
十
日
町
で
す
ー

と
み
ん
な
が
答
え
る
、
そ
ん
な
ま
ち

に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身障者体育大会でも手話通訳



略
Q
O
偽

（6）
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事
業
所
統
計
調
査
磯
遭
鯖
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
第
十
三
回
目
の
事
業
所
統
計
調
査

が
七
月
一
且
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
所
統
計
調
査
は
、
三
年
ご

と
に
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
基
本
的
な

調
査
で
す
．
事
業
所
と
は
、
物
の
生

産
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
収
入
を
得
、
あ
る
い
は
生

計
を
立
て
て
い
る
人
々
の
個
々
の
場

所
を
い
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
会
社
、
工
場
、
商
店
、

あ
る
い
は
飲
食
店
な
ど
は
勿
論
で
す

が
、
例
え
ば
自
宅
で
「
出
機
」
　
「
ね

ん
糸
」
　
「
手
描
」
等
の
賃
加
工
の
仕

事
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
場
合
も

調
査
の
対
象
で
す
．

　
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
産
業
構
造
、

事
業
所
の
地
域
分
布
の
実
態
が
明
ら

　
　
所
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡

・
艶
鱗
鰯
＼

か
に
さ
れ
、
国
、
県
は
勿
論
、
市
町

村
に
お
い
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
る

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
事
業
所
の

事
業
の
種
類
や
従
業
者
数
な
ど
基
本

的
な
事
項
に
つ
い
て
の
み
で
す
の
で
、

各
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
、
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

　
市
報
四
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
各
家
庭
か
ら

の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
施
工
す
る
業
者
指
定
を

す
る
た
め
の
責
任
技
術
者
等
の
資
格

登
録
試
験
は
、
六
月
十
四
日
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
受
験
申
込
者
数
は
、
延
二
首
八
十

四
名
（
責
任
技
術
者
百
四
十
六
名
・

主
任
配
管
工
百
三
十
八
名
）
と
多
数

の
申
込
み
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

隻
蚤
5
曜
謬
置
謬
置
屋
置
3
”
監
雪
当
塁
野
蚤
5
5
雪
雪
一
謬
置
書
星
濯
－
当
雪
雪
蚤
監
野
雪
男
懸
蚤
艦
謬
コ
雪
雪
雪
5
野
艦
謬
農
書
コ
墨
醒
謬
置
謬
凄
塗
書
遷
謬
蓄
2
当
曜
置
謬
置
書
置
盈
謬
3
歪
コ
曜
置
謬
置
3
置
墨
謬
謬
置
翌
置
浸
置
蓋

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

老
後
の
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、

農
業
経
営
の
規
模
を
ひ
ろ
げ
、
ま
た

若
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
。

　
こ
の
た
め
、
他
の
年
金
制
度
に
は

み
ら
れ
な
い
よ
う
な
国
の
援
助
が
あ

る
ほ
か
、
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
後
に

も
、
年
金
額
引
き
上
げ
や
出
稼
ぎ
に

関
す
る
救
済
措
置
な
ど
の
改
正
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
と
、
第
一
は
〃
国
の
援
助
が
あ

る
”
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
二
十
歳

で
加
入
す
る
と
経
営
移
譲
年
金
は
、

毎
月
十
三
万
円
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
七
万
円
は
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

　
第
二
は
“
年
金
額
”
で
す
。
発
足

当
時
か
ら
現
在
で
は
約
四
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
も
物

価
に
ス
ラ
イ
ド
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

加
入
期
間
が
長
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

多
く
な
り
ま
す
。

　
第
三
は
“
出
稼
ぎ
な
ど
の
救
済
措

置
”
で
す
。
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
っ
て

農
業
者
年
金
め
加
入
、
脱
退
が
繰
り

返
さ
れ
る
人
は
、
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
た
期
間
が
一
年
の
う
ち
八
ヵ
月

以
下
で
あ
れ
ば
額
は
少
な
く
て
も
年

金
は
も
ら
え
ま
す
。

　
ま
だ
農
業
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
か
た
、
あ
る
い
は
加
入
資
格
等
が

不
明
の
か
た
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
8
七
－
三
一
二
番
）
か
市
農

協
金
融
課
（
3
七
－
一
五
七
一
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
貸
付
制
度
の
ご
利
用
を
〃
”

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
す
る
と
き
、
年
金
福

祉
事
業
団
で
行
っ
て
い
る
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
貸
付
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　
（
住
宅
金
融
公
庫
の
融

資
と
併
せ
て
貸
出
さ
れ
ま
す
。
）

■
利
用
で
き
る
人
…
…
加
入
期
間
が

三
年
以
上
の
国
民
年
金
加
入
者
・

■
貸
付
限
度
額
…
…
加
入
期
間
が
三

年
以
上
五
年
未
満
の
場
合
は
百
二
十

万
円
、
五
年
以
上
十
五
年
未
満
の
場

合
は
二
百
万
円
、
十
五
年
以
上
の
場

合
は
二
百
七
十
万
円

■
利
率
…
…
年
六
・
○
幹

■
返
済
方
法
－
・
元
利
均
等
月
賦
償
還

■
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
…
－
住
宅

金
融
公
庫
代
理
店
の
表
示
の
あ
る
金

融
機
関
へ
。

住
所
・
支
払
機
関
の

　
変
更
届
は
お
早
め
に

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

自
分
の
住
所
や
年
金
を
受
け
と
る
銀

行
・
郵
便
局
を
変
更
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
こ
の

届
出
を
し
な
い
と
、
従
前
の
銀
行
や

郵
便
局
の
払
込
・
支
払
口
座
へ
年
金

が
振
り
込
ま
れ
た
り
、
そ
の
支
払
通

知
が
旧
住
所
地
に
送
ら
れ
た
り
し
て

ご
自
身
が
た
い
へ
ん
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
の

提
出
先
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

●
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金
…
…

〒
』
六
八
　
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸

西
三
－
五
ー
二
四
　
社
会
保
険
庁
、

年
金
保
険
部
業
務
第
二
課
あ
て

●
障
害
・
母
子
・
寡
婦
・
遺
児
年
金

　
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
に
。

い
か
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
事

業
に
関
心
を
お
も
ち
か
が
う
か
が
わ

れ
昭
和
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始

に
向
け
て
力
強
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
の

納
付
に
ご
協
力
を

　
五
十
四
年
度
か
ら
納
付
が
開
始
さ

れ
た
受
益
者
負
担
金
制
度
は
、
受
益

者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調

に
納
付
さ
れ
、
下
水
道
事
業
の
推
進

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
分
の
納
入
通
知
書
は
、

六
月
中
旬
頃
、
一
年
分
（
年
四
回
）

を
ま
と
め
て
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
送

付
し
ま
す
が
、
第
一
期
分
の
納
期
は

六
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
納
付
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
工
事
に

　
　
　
　
　
　
伴
う

　
　
　
　
　
　
事
故
防
止
を

　
市
内
各
所
で
下
水
道
管
渠
布
設
工

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事

現
場
は
、
堀
削
等
の
た
め
大
型
機
器

等
が
出
入
し
、
大
変
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
防
止
に
つ
い

て
は
お
互
い
に
十
分
注
意
し
、
事
故

防
止
に
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
告
示
第
二
十
五
号

土
地
立
ち
入
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
告
）

　
道
路
法
第
六
十
六
条
、
河
川
法
第

八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
つ
ぎ
の
と

お
り
土
地
の
立
ち
入
り
を
行
い
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
五
日

　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

　
一
、
立
ち
入
り
者
　
①
市
役
所
建

設
課
職
員
、
②
測
量
業
者
職
員
及
び

従
事
者

　
二
、
立
ち
入
り
の
目
的
　
市
道
改

良
、
舗
装
、
災
害
復
旧
、
道
路
台
帳

整
備
、
及
び
河
川
改
修
、
災
害
復
旧

工
事
に
と
も
な
う
調
査
、
測
量

　
三
、
立
ち
入
り
区
域
　
市
内
全
域

　
四
、
立
ち
入
り
期
間
　
昭
和
五
十

六
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で

『
は
か
り
』
の
定
期
検
査

　
七
月
七
日
～
九
日
の
期
間
に
「
は

か
り
」
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
対
象
は
、
取
引
（
売
買
V
ま

た
は
証
明
上
の
計
量
に
使
用
し
て
い

る
「
は
か
り
」
で
す
。
詳
し
い
日
程

は
六
月
二
十
五
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
通
行
禁
止
に
つ
い
て

今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
道
路
危
険
箇

所
が
多
く
、
当
分
の
間
八
箇
峠
入

口
～
栃
く
ぼ
峠
の
自
動
車
の
通
行

を
禁
止
し
ま
す
。
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早
朝
野
球
大
会
を
開
催

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力
づ

く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
、
明
る
い
仲

間
づ
く
り
と
野
球
人
口
の
増
大
を
は

か
る
た
め
、
第
七
回
市
長
杯
争
奪
早

朝
野
球
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催

し
ま
す
。

●
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
中

●
会
場
　
城
ヶ
丘
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場

●
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
一
般
市

民
（
中
学
・
高
校
生
を
除
く
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
日
町
内
単
位
（
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
の
編

成
も
可
能

　
口
一
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

監
督
・
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内

　
国
試
合
に
は
四
十
歳
以
上
の
人
が

必
ず
二
名
以
上
出
場
す
る
こ
と
．

　
四
野
球
連
盟
単
独
チ
ー
ム
は
出
場

で
き
な
い

　
国
野
球
連
盟
に
登
録
し
、
公
式
戦

で
投
げ
た
投
手
は
、
そ
の
守
備
位
置

に
は
出
場
で
き
な
い

●
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
三
千
円

●
申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
五
）

●
申
込
み
締
切
日
　
六
月
十
九
日
囲

●
組
合
せ
抽
せ
ん
　
六
月
二
十
日
出

　
午
後
七
時
か
ら
　
市
民
体
育
館

と」『ガ夢3

　
　
　
　
　
　
㊥

～春の部～

期日 発表 発表団体

6／25困

夜7時～

唄と踊り

と剣詩舞

の宴

美野里会

あけぼの会

新座分館民謡教室

粋吟会剣舞部

7／3囲

夜7時～

郷土芸能
と日舞と

朗舞のタ

ベ

新保広大寺保存会

銀嶺会・扇踊会

神邑会本町4支部

水沢石場かち保存会

　
f
家
族
み
ん
な
で
一
汗
を
ー

　
体
力
づ
く
り
㎜
日
運
動

　
　
　
　
　
に
参
加
し
ょ
う

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
常
生
活

に
密
着
し
た
家
族
ぐ
る
み
の
体
力
つ

く
り
実
践
活
動
の
普
及
促
進
を
は
か

る
た
め
『
家
族
み
ん
な
で
一
汗
運
動

㊥

●会場

　市民会館ホール

●入場無料

●主催

　十日町市公民館

　87－5011番

※多数のご来場をお

　待ちしています。

1
体
力
つ
く
り
百
日
運
動
i
』
を

実
施
し
ま
す
。

　
実
践
種
目
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
な

わ
と
び
運
動
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
各
種

体
育
行
事
の
参
加
種
目
な
ど
で
、
家

族
構
成
員
二
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が

こ
れ
ら
の
種
目
を
実
践
し
た
こ
と
を

記
録
カ
ー
ド
に
記
入
、
百
日
以
上
実

践
し
た
場
合
に
「
認
定
証
」
を
交
付

し
ま
す
。
詳
細
は
市
体
育
課
に
。

　
十
日
町
健
康
ウ
ォ
ー
ク

六
月
二
十
八
日
㈲

　
　
雨
天
・
七
月
五
日
に
順
延

●
参
加
費
　
五
百
円

　
　
　
　
　
子
ど
も
三
百
円

●
申
込
み
問
い
合
せ
　
六
月
二
十

　
　
　
　
五
日
ま
で
に
体
育
館
へ

労
災
保
険
に
加
入
を
劃
肺
鑛
陳

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
よ

り
市
農
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
労

災
保
険
の
加
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　
農
業
機
械
を
使
用
し
農
作
業
中
に

生
じ
た
災
害
の
補
償
す
る
と
い
う
こ

の
制
度
、
現
在
加
入
申
込
み
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
が
、
五
月
一
日
現
在

の
加
入
状
況
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

■
地
区
別
加
入
者
数

十
日
町
地
区

中
条
地
区

川
治
地
区

六
箇
地
区

吉
田
地
区

水
沢
地
区

下
条
地
区

二二五二二二十
十十十名十十九
三三六　二一名
名名名　名名

　
　
　
合
計
　
　
百
六
十
六
名

■
給
付
基
礎
日
額
…
災
害
が
あ
っ
た

と
き
受
け
る
給
付
額
の
基
本
に
な
り
、

二
千
五
百
円
か
ら
一
万
六
千
円
の
範

囲
で
加
入
者
が
選
択
す
る
も
の

　
二
千
五
百
円
ー
三
十
三
人
、
三
千

円
－
二
十
四
人
、
四
千
円
ー
七
人
、

五
千
円
ー
八
十
七
人
、
六
千
円
－
三

人
、
七
千
円
－
三
人
、
八
千
円
－
三

人
、
一
万
円
－
五
人
、
一
万
六
千
円

－
一
人
。

　
以
上
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
農
業
機
械
に
よ
る
農
作
業

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
し
、
万
一
の
場
合
の
た
め
に
、

「
労
災
保
険
」
に
加
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
鍵
膓
、
、
蕊
☆
餐
、
、
舞
㌧
難
矧
・
∵
姫
ノ

騨
☆
蹴
灘
鷺
縮
環
濾
牽

△
不
樵
の
事

帝

　
雨
や
雪
が
降
り
、
湖
や
沼
に
た
ま

り
、
河
川
と
な
っ
て
流
れ
、
地
下
水

に
な
り
、
最
後
は
海
に
そ
そ
ぎ
海
水

を
形
づ
く
り
ま
す
。
地
球
上
の
水
は

湖
沼
や
河
川
、
地
表
や
海
洋
か
ら
、

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
、
水

蒸
気
と
な
り
大
気
中
に
蒸
発
し
、
雲

を
つ
く
り
、
天
候
の
変
動
に
よ
っ
て

雨
や
雪
と
な
っ
て
再
び
地
上
に
戻
っ

て
来
ま
す
。
こ
の
現
象
を
、
水
の
循

環
と
い
い
、
休
む
こ
と
な
く
地
球
を

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
の
四
分
の
三
は
水
で
被
わ
れ

て
お
り
、
海
洋
の
水
の
量
は
、
海
面

上
の
陸
地
の
容
積
の
＋
倍
に
も
な
る

と
い
わ
れ
地
球
上
の
水
の
九
七
％
に

　
　
も
鑑
’
　
曹
…

　
　
畿

　
　
　
8
‘
　
・
　
，
　
　
’
　
‘

　
　
　
ロ
ロ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
；
　
甲
ご
ー
　
、
　
9
　
　
’

　
　
　
，
。
　
　
　
　
　
　
，
一
■
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
一
申

　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
ト
　
ロ

　
　
　
　
　
　
じ
藤
．
　
謹
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
二
饗
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

水の循環

・ゆ
』1長憾

欝

→
ハ
’

シリーズ

Nα3

も
達
し
、
私
達
が
利
用
し
て
い
る
真

水
は
わ
ず
か
三
％
に
す
ぎ
ま
ぜ
ん
。

　
地
球
上
の
水
の
水
源
は
海
で
あ
り

海
洋
の
水
は
、
潮
流
と
な
っ
て
世
界

を
め
ぐ
り
、
雨
と
な
っ
て
緑
の
農
地

や
森
林
を
育
み
、
異
変
す
る
天
候
と

と
も
に
山
を
け
づ
り
、
岩
を
穿
ち
氾

濫
し
て
人
家
を
も
流
失
さ
せ
ま
す
。

水
の
浸
蝕
作
用
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
の
壮
観
な
大
峡
谷
で
人
々
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
揚
子
江
を
悠
々
と

流
れ
る
水
も
、
あ
る
時
は
ド
ナ
ウ
川

の
小
波
と
な
り
、
信
濃
川
を
激
し
く

下
っ
た
水
が
、
伝
説
と
そ
の
美
し
さ

か
ら
、
ド
ロ
ミ
テ
イ
の
真
珠
と
い
わ

れ
る
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ズ
リ
ナ
i
湖

　
　
　
に
静
か
に
眠
る
事
も
あ
っ
た

　
　
　
で
し
ょ
う
。
今
晩
あ
な
た
が

　
　
　
入
浴
す
る
水
は
、
か
つ
て
揚

　
　
　
貴
妃
が
湯
浴
を
し
た
水
で
あ

　
　
　
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
海

　
　
　
賊
バ
イ
キ
ン
グ
が
そ
の
汚
れ

　
　
　
た
手
を
洗
っ
た
水
で
あ
っ
た

　
　
　
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

嬉11㌧

ア◎←

殊欝－
　　　1－r。』｝1
　　　　　し
　　　　匹…1、ll
　　　　lい亀馳　l　l

驚　ll』酬

餐魅、
麟

水
が
循
環
す
る
自
己
不
滅
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
運
ば
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
長
い
歴
史
を

生
き
つ
づ
け
、
そ
の
た
ど
る

運
命
は
、
神
秘
的
で
す
．
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事
業
所
統
計
調
査
磯
遭
鯖
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
第
十
三
回
目
の
事
業
所
統
計
調
査

が
七
月
一
且
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
所
統
計
調
査
は
、
三
年
ご

と
に
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
基
本
的
な

調
査
で
す
．
事
業
所
と
は
、
物
の
生

産
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
収
入
を
得
、
あ
る
い
は
生

計
を
立
て
て
い
る
人
々
の
個
々
の
場

所
を
い
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
会
社
、
工
場
、
商
店
、

あ
る
い
は
飲
食
店
な
ど
は
勿
論
で
す

が
、
例
え
ば
自
宅
で
「
出
機
」
　
「
ね

ん
糸
」
　
「
手
描
」
等
の
賃
加
工
の
仕

事
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
場
合
も

調
査
の
対
象
で
す
．

　
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
産
業
構
造
、

事
業
所
の
地
域
分
布
の
実
態
が
明
ら

　
　
所
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡

・
艶
鱗
鰯
＼

か
に
さ
れ
、
国
、
県
は
勿
論
、
市
町

村
に
お
い
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
る

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
事
業
所
の

事
業
の
種
類
や
従
業
者
数
な
ど
基
本

的
な
事
項
に
つ
い
て
の
み
で
す
の
で
、

各
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
、
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

　
市
報
四
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
各
家
庭
か
ら

の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
施
工
す
る
業
者
指
定
を

す
る
た
め
の
責
任
技
術
者
等
の
資
格

登
録
試
験
は
、
六
月
十
四
日
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
受
験
申
込
者
数
は
、
延
二
首
八
十

四
名
（
責
任
技
術
者
百
四
十
六
名
・

主
任
配
管
工
百
三
十
八
名
）
と
多
数

の
申
込
み
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

隻
蚤
5
曜
謬
置
謬
置
屋
置
3
”
監
雪
当
塁
野
蚤
5
5
雪
雪
一
謬
置
書
星
濯
－
当
雪
雪
蚤
監
野
雪
男
懸
蚤
艦
謬
コ
雪
雪
雪
5
野
艦
謬
農
書
コ
墨
醒
謬
置
謬
凄
塗
書
遷
謬
蓄
2
当
曜
置
謬
置
書
置
盈
謬
3
歪
コ
曜
置
謬
置
3
置
墨
謬
謬
置
翌
置
浸
置
蓋

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

老
後
の
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、

農
業
経
営
の
規
模
を
ひ
ろ
げ
、
ま
た

若
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
。

　
こ
の
た
め
、
他
の
年
金
制
度
に
は

み
ら
れ
な
い
よ
う
な
国
の
援
助
が
あ

る
ほ
か
、
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
後
に

も
、
年
金
額
引
き
上
げ
や
出
稼
ぎ
に

関
す
る
救
済
措
置
な
ど
の
改
正
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
と
、
第
一
は
〃
国
の
援
助
が
あ

る
”
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
二
十
歳

で
加
入
す
る
と
経
営
移
譲
年
金
は
、

毎
月
十
三
万
円
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
七
万
円
は
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

　
第
二
は
“
年
金
額
”
で
す
。
発
足

当
時
か
ら
現
在
で
は
約
四
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
も
物

価
に
ス
ラ
イ
ド
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

加
入
期
間
が
長
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

多
く
な
り
ま
す
。

　
第
三
は
“
出
稼
ぎ
な
ど
の
救
済
措

置
”
で
す
。
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
っ
て

農
業
者
年
金
め
加
入
、
脱
退
が
繰
り

返
さ
れ
る
人
は
、
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
た
期
間
が
一
年
の
う
ち
八
ヵ
月

以
下
で
あ
れ
ば
額
は
少
な
く
て
も
年

金
は
も
ら
え
ま
す
。

　
ま
だ
農
業
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
か
た
、
あ
る
い
は
加
入
資
格
等
が

不
明
の
か
た
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
8
七
－
三
一
二
番
）
か
市
農

協
金
融
課
（
3
七
－
一
五
七
一
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
貸
付
制
度
の
ご
利
用
を
〃
”

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
す
る
と
き
、
年
金
福

祉
事
業
団
で
行
っ
て
い
る
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
貸
付
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　
（
住
宅
金
融
公
庫
の
融

資
と
併
せ
て
貸
出
さ
れ
ま
す
。
）

■
利
用
で
き
る
人
…
…
加
入
期
間
が

三
年
以
上
の
国
民
年
金
加
入
者
・

■
貸
付
限
度
額
…
…
加
入
期
間
が
三

年
以
上
五
年
未
満
の
場
合
は
百
二
十

万
円
、
五
年
以
上
十
五
年
未
満
の
場

合
は
二
百
万
円
、
十
五
年
以
上
の
場

合
は
二
百
七
十
万
円

■
利
率
…
…
年
六
・
○
幹

■
返
済
方
法
－
・
元
利
均
等
月
賦
償
還

■
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
…
－
住
宅

金
融
公
庫
代
理
店
の
表
示
の
あ
る
金

融
機
関
へ
。

住
所
・
支
払
機
関
の

　
変
更
届
は
お
早
め
に

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

自
分
の
住
所
や
年
金
を
受
け
と
る
銀

行
・
郵
便
局
を
変
更
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
こ
の

届
出
を
し
な
い
と
、
従
前
の
銀
行
や

郵
便
局
の
払
込
・
支
払
口
座
へ
年
金

が
振
り
込
ま
れ
た
り
、
そ
の
支
払
通

知
が
旧
住
所
地
に
送
ら
れ
た
り
し
て

ご
自
身
が
た
い
へ
ん
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
の

提
出
先
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

●
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金
…
…

〒
』
六
八
　
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸

西
三
－
五
ー
二
四
　
社
会
保
険
庁
、

年
金
保
険
部
業
務
第
二
課
あ
て

●
障
害
・
母
子
・
寡
婦
・
遺
児
年
金

　
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
に
。

い
か
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
事

業
に
関
心
を
お
も
ち
か
が
う
か
が
わ

れ
昭
和
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始

に
向
け
て
力
強
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
の

納
付
に
ご
協
力
を

　
五
十
四
年
度
か
ら
納
付
が
開
始
さ

れ
た
受
益
者
負
担
金
制
度
は
、
受
益

者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調

に
納
付
さ
れ
、
下
水
道
事
業
の
推
進

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
分
の
納
入
通
知
書
は
、

六
月
中
旬
頃
、
一
年
分
（
年
四
回
）

を
ま
と
め
て
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
送

付
し
ま
す
が
、
第
一
期
分
の
納
期
は

六
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
納
付
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
工
事
に

　
　
　
　
　
　
伴
う

　
　
　
　
　
　
事
故
防
止
を

　
市
内
各
所
で
下
水
道
管
渠
布
設
工

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事

現
場
は
、
堀
削
等
の
た
め
大
型
機
器

等
が
出
入
し
、
大
変
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
防
止
に
つ
い

て
は
お
互
い
に
十
分
注
意
し
、
事
故

防
止
に
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
告
示
第
二
十
五
号

土
地
立
ち
入
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
告
）

　
道
路
法
第
六
十
六
条
、
河
川
法
第

八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
つ
ぎ
の
と

お
り
土
地
の
立
ち
入
り
を
行
い
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
五
日

　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

　
一
、
立
ち
入
り
者
　
①
市
役
所
建

設
課
職
員
、
②
測
量
業
者
職
員
及
び

従
事
者

　
二
、
立
ち
入
り
の
目
的
　
市
道
改

良
、
舗
装
、
災
害
復
旧
、
道
路
台
帳

整
備
、
及
び
河
川
改
修
、
災
害
復
旧

工
事
に
と
も
な
う
調
査
、
測
量

　
三
、
立
ち
入
り
区
域
　
市
内
全
域

　
四
、
立
ち
入
り
期
間
　
昭
和
五
十

六
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で

『
は
か
り
』
の
定
期
検
査

　
七
月
七
日
～
九
日
の
期
間
に
「
は

か
り
」
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
対
象
は
、
取
引
（
売
買
V
ま

た
は
証
明
上
の
計
量
に
使
用
し
て
い

る
「
は
か
り
」
で
す
。
詳
し
い
日
程

は
六
月
二
十
五
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
通
行
禁
止
に
つ
い
て

今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
道
路
危
険
箇

所
が
多
く
、
当
分
の
間
八
箇
峠
入

口
～
栃
く
ぼ
峠
の
自
動
車
の
通
行

を
禁
止
し
ま
す
。
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早
朝
野
球
大
会
を
開
催

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力
づ

く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
、
明
る
い
仲

間
づ
く
り
と
野
球
人
口
の
増
大
を
は

か
る
た
め
、
第
七
回
市
長
杯
争
奪
早

朝
野
球
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催

し
ま
す
。

●
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
中

●
会
場
　
城
ヶ
丘
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場

●
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
一
般
市

民
（
中
学
・
高
校
生
を
除
く
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
日
町
内
単
位
（
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
の
編

成
も
可
能

　
口
一
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

監
督
・
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内

　
国
試
合
に
は
四
十
歳
以
上
の
人
が

必
ず
二
名
以
上
出
場
す
る
こ
と
．

　
四
野
球
連
盟
単
独
チ
ー
ム
は
出
場

で
き
な
い

　
国
野
球
連
盟
に
登
録
し
、
公
式
戦

で
投
げ
た
投
手
は
、
そ
の
守
備
位
置

に
は
出
場
で
き
な
い

●
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
三
千
円

●
申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
五
）

●
申
込
み
締
切
日
　
六
月
十
九
日
囲

●
組
合
せ
抽
せ
ん
　
六
月
二
十
日
出

　
午
後
七
時
か
ら
　
市
民
体
育
館

と」『ガ夢3

　
　
　
　
　
　
㊥

～春の部～

期日 発表 発表団体

6／25困

夜7時～

唄と踊り

と剣詩舞

の宴

美野里会

あけぼの会

新座分館民謡教室

粋吟会剣舞部

7／3囲

夜7時～

郷土芸能
と日舞と

朗舞のタ

ベ

新保広大寺保存会

銀嶺会・扇踊会

神邑会本町4支部

水沢石場かち保存会

　
f
家
族
み
ん
な
で
一
汗
を
ー

　
体
力
づ
く
り
㎜
日
運
動

　
　
　
　
　
に
参
加
し
ょ
う

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
常
生
活

に
密
着
し
た
家
族
ぐ
る
み
の
体
力
つ

く
り
実
践
活
動
の
普
及
促
進
を
は
か

る
た
め
『
家
族
み
ん
な
で
一
汗
運
動

㊥

●会場

　市民会館ホール

●入場無料

●主催

　十日町市公民館

　87－5011番

※多数のご来場をお

　待ちしています。

1
体
力
つ
く
り
百
日
運
動
i
』
を

実
施
し
ま
す
。

　
実
践
種
目
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
な

わ
と
び
運
動
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
各
種

体
育
行
事
の
参
加
種
目
な
ど
で
、
家

族
構
成
員
二
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が

こ
れ
ら
の
種
目
を
実
践
し
た
こ
と
を

記
録
カ
ー
ド
に
記
入
、
百
日
以
上
実

践
し
た
場
合
に
「
認
定
証
」
を
交
付

し
ま
す
。
詳
細
は
市
体
育
課
に
。

　
十
日
町
健
康
ウ
ォ
ー
ク

六
月
二
十
八
日
㈲

　
　
雨
天
・
七
月
五
日
に
順
延

●
参
加
費
　
五
百
円

　
　
　
　
　
子
ど
も
三
百
円

●
申
込
み
問
い
合
せ
　
六
月
二
十

　
　
　
　
五
日
ま
で
に
体
育
館
へ

労
災
保
険
に
加
入
を
劃
肺
鑛
陳

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
よ

り
市
農
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
労

災
保
険
の
加
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　
農
業
機
械
を
使
用
し
農
作
業
中
に

生
じ
た
災
害
の
補
償
す
る
と
い
う
こ

の
制
度
、
現
在
加
入
申
込
み
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
が
、
五
月
一
日
現
在

の
加
入
状
況
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

■
地
区
別
加
入
者
数

十
日
町
地
区

中
条
地
区

川
治
地
区

六
箇
地
区

吉
田
地
区

水
沢
地
区

下
条
地
区

二二五二二二十
十十十名十十九
三三六　二一名
名名名　名名

　
　
　
合
計
　
　
百
六
十
六
名

■
給
付
基
礎
日
額
…
災
害
が
あ
っ
た

と
き
受
け
る
給
付
額
の
基
本
に
な
り
、

二
千
五
百
円
か
ら
一
万
六
千
円
の
範

囲
で
加
入
者
が
選
択
す
る
も
の

　
二
千
五
百
円
ー
三
十
三
人
、
三
千

円
－
二
十
四
人
、
四
千
円
ー
七
人
、

五
千
円
ー
八
十
七
人
、
六
千
円
－
三

人
、
七
千
円
－
三
人
、
八
千
円
－
三

人
、
一
万
円
－
五
人
、
一
万
六
千
円

－
一
人
。

　
以
上
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
農
業
機
械
に
よ
る
農
作
業

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
し
、
万
一
の
場
合
の
た
め
に
、

「
労
災
保
険
」
に
加
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
鍵
膓
、
、
蕊
☆
餐
、
、
舞
㌧
難
矧
・
∵
姫
ノ

騨
☆
蹴
灘
鷺
縮
環
濾
牽

△
不
樵
の
事

帝

　
雨
や
雪
が
降
り
、
湖
や
沼
に
た
ま

り
、
河
川
と
な
っ
て
流
れ
、
地
下
水

に
な
り
、
最
後
は
海
に
そ
そ
ぎ
海
水

を
形
づ
く
り
ま
す
。
地
球
上
の
水
は

湖
沼
や
河
川
、
地
表
や
海
洋
か
ら
、

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
、
水

蒸
気
と
な
り
大
気
中
に
蒸
発
し
、
雲

を
つ
く
り
、
天
候
の
変
動
に
よ
っ
て

雨
や
雪
と
な
っ
て
再
び
地
上
に
戻
っ

て
来
ま
す
。
こ
の
現
象
を
、
水
の
循

環
と
い
い
、
休
む
こ
と
な
く
地
球
を

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
の
四
分
の
三
は
水
で
被
わ
れ

て
お
り
、
海
洋
の
水
の
量
は
、
海
面

上
の
陸
地
の
容
積
の
＋
倍
に
も
な
る

と
い
わ
れ
地
球
上
の
水
の
九
七
％
に

　
　
も
鑑
’
　
曹
…

　
　
畿
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ロ
ロ
ペ
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、
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．
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シリーズ

Nα3

も
達
し
、
私
達
が
利
用
し
て
い
る
真

水
は
わ
ず
か
三
％
に
す
ぎ
ま
ぜ
ん
。

　
地
球
上
の
水
の
水
源
は
海
で
あ
り

海
洋
の
水
は
、
潮
流
と
な
っ
て
世
界

を
め
ぐ
り
、
雨
と
な
っ
て
緑
の
農
地

や
森
林
を
育
み
、
異
変
す
る
天
候
と

と
も
に
山
を
け
づ
り
、
岩
を
穿
ち
氾

濫
し
て
人
家
を
も
流
失
さ
せ
ま
す
。

水
の
浸
蝕
作
用
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
の
壮
観
な
大
峡
谷
で
人
々
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
揚
子
江
を
悠
々
と

流
れ
る
水
も
、
あ
る
時
は
ド
ナ
ウ
川

の
小
波
と
な
り
、
信
濃
川
を
激
し
く

下
っ
た
水
が
、
伝
説
と
そ
の
美
し
さ

か
ら
、
ド
ロ
ミ
テ
イ
の
真
珠
と
い
わ

れ
る
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ズ
リ
ナ
i
湖

　
　
　
に
静
か
に
眠
る
事
も
あ
っ
た

　
　
　
で
し
ょ
う
。
今
晩
あ
な
た
が

　
　
　
入
浴
す
る
水
は
、
か
つ
て
揚

　
　
　
貴
妃
が
湯
浴
を
し
た
水
で
あ

　
　
　
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
海

　
　
　
賊
バ
イ
キ
ン
グ
が
そ
の
汚
れ

　
　
　
た
手
を
洗
っ
た
水
で
あ
っ
た

　
　
　
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

嬉11㌧

ア◎←

殊欝－
　　　1－r。』｝1
　　　　　し
　　　　匹…1、ll
　　　　lい亀馳　l　l

驚　ll』酬

餐魅、
麟

水
が
循
環
す
る
自
己
不
滅
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
運
ば
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
長
い
歴
史
を

生
き
つ
づ
け
、
そ
の
た
ど
る

運
命
は
、
神
秘
的
で
す
．
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灘
灘
雛
葱嚢

騨

　
昭
和
五
十
六
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C
G
接

種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．
該
当
者
は
、
通
知
書
及
び
母
子
手
帳

を
忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
　
　
該
当
者
及
び
注
意
事
項

日
昭
和
五
十
五
年
生
ま
れ
の
人
全
員

口
昨
年
ヅ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
及
び
疑
陽
性
の
人
全
員
．

国
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今
ま
で
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。

　
※
H
、
口
の
該
当
者
に
は
、
個
人
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
万
一
通

知
も
れ
の
あ
る
人
、
及
び
日
の
該
当
者
の
人
は
日
程
を
ご
覧
の
う
え
、
会

場
の
受
付
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

地
　
区
　
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

月
　
　
　
　
日

判
定
・
B
C
G

月
　
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

中
条
小
学
校
区

6
月
16
日

（
火
）

6
月
18
日

（
木
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
30
分

中
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

午
後
1
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
15
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

6
月
∬
日

　
（
水
）

6
月
19
日

　
（
金
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
30
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

真
田
小
学
校

十
日
町
地
区
6
月
2
3
日

　
（
火
）

6
月
2
5
日

　
（
木
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

吉
田
小
学
校
区

6
月
24
日

　
（
水
）

6
月
2
6
日

　
（
金
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
30
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

川
　
治
　
全
　
区

6
月
30
日

　
（
火
）

7
月
2
日

　
（
木
）

午
後
－
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

水
沢
小
学
校
区

7
月
－
日

（
水
）

7
月
3
目

（
金
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
2
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

珠
田
分
校

飛
一
小
学
校
区

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

東
小
学
校
区

7
月
7
日

　
（
火
）

7
月
9
日

　
（
木
）

午
後
－
時
5
0
分
～
2
時
30
分

東
小
学
校

十
日
町
地
区

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

六
箇
小
学
校
区

7
月
15
日

　
（
水
）

7
月
17
日

　
（
金
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
20
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

野
中
小
学
校

　
▼
六
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午
後

四
時
半
ま
で
　
田
川
町
一
r
目
の
一

部
、
田
川
町
二
、
』
、
丁
目
、
猿
倉
、

津
池
、
大
池
、
赤
倉
、
菅
沼
、
江
道

▼
六
月
二
十
三
日
図
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
関
根
第
二
の
一
部
、

関
根
第
一
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池

之
平
、
孕
石
、
落
之
水
、
控
木
、
長

里
　
▼
六
月
二
十
四
日
困
　
午
前
九

時
～
午
後
二
時
ま
で
　
塩
野
、
願
入
、

二
子
、
平
、
仙
之
山
、
漉
野

未来の、　　　♪
1塾植え裁，
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．
號
雛
懸
募
集

　
津
南
町
森
林
組
合
で
は
、
男
子
事

務
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

募
集
人
員
　
一
名

年
齢
　
三
十
五
歳
程
度
ま
で

学
歴
　
高
卒
以
上

申
込
み
締
切
り
　
六
月
二
十
五
目

申
込
先
　
苗
場
木
材
加
工
協
同
組
合

（
津
南
町
森
林
組
合
内
　
B
O
二
五

七
六
ー
五
－
二
五
一
〇
番
）
へ
。

　
応
募
者
は
、
履
歴
書
を
前
記
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
木
材
、
建
築
経

験
者
を
優
遇
し
ま
す
．
待
遇
、
勤
務

条
件
は
面
談
の
上
決
定
さ
れ
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う
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▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

村
山
リ
ン
（
伊
達
〉
二
万
円
　
▼
徳

永
昭
一
郎
（
船
坂
）
一
万
円
…
香
典

返
し
　
▼
村
山
徹
（
下
条
四
）
五
万

ふるさとの旬の料理③

》びの変り酢のもの　　　　　　　　V
斗一　　　　　　　　調理法一
）もどしたわらび…1ワ（4509）①わらびは3㎝位に切って分

たけ缶詰……小1瓶　　　量の材料と調味料で和える。

きこんぶ………去袋　　　②器に盛りきりごまをかける

　　　　　　・大2
　　　　　　一少々　　　◎わらびがよく癌になると云

　　　　　　　〃　　　　われますが、発癌性の酵素

漬にすれば70％はなくなりアノレカリに弱いので重曹であ

きすればほとんどなくなります。

ら
料
灘
め
吹
…
皿
⑦
塩
ぬ

わ
材
塩
な
塩
酢
酒
ゴ
は
く

きゃら蕗
材料一　　　　調理法一
ふき……2kg　　　①ふきは皮をむかないで5cm位に切り

砂糖…3509～4009　　1夜水につけてあくぬきする。
醤油……3合　　　　②①の水をきり・分量の調味料を1度

酒………1合　　　　　に入れて煮立っまで強火・あとはと

みりん…カップ壱　　ろ火（または中火）にして6～7時間

上下をかえしながら煮るとキャラ蕗の色が出て来る。

③最後にみりんをカップ去入れて煮上げるとてりが出る・

◎6月末山蕗の盛りの時とって来て煮ておくと保存力椿くの

　で年中小だしして箸休めに食べます。

　保存食は塩分が強いので、量を出来るだけ少なく食べる事

　が大切です。

ポイントー
火力があまり弱すぎると、出来上ってから発酵する事がある

ので、火加減に気をつけ、おとし蓋をしでいつも上まで煮立

つ様に注意する．　　　（郷土料理研究グループいろり会）

円
…
香
典
返
し
　
▼
匿
名
　
二
万
円

　
つ
く
し
園
へ

　
▼
花
舟
会
　
一
万
千
九
百
十
一
円

▼
水
沢
地
区
体
協
　
六
千
六
百
六
十

円　
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
難
民
救
援
金

　
▼
十
目
町
教
会
教
会
学
生
徒
代
表

大
島
望
・
関
口
も
も
子
　
二
万
三
百

九
十
二
円董
～
麟

O
国
土
庁
が
、
本
年
度
全
国
ニ
ヵ
所

で
実
施
す
る
「
克
雪
地
域
づ
く
り
モ

デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
が
本
市
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
同
じ

豪
雪
地
と
い
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て

実
情
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
画

一
的
な
手
法
を
と
ら
ず
、
計
画
策
定

地
域
の
主
体
性
と
特
性
を
生
か
し
た

計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
豪

雪
地
帯
の
叫
び
は
十
分
中
央
ま
で
届

い
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
こ
の
計
画

を
バ
ネ
に
克
雪
都
市
づ
く
り
が
一
歩

前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

49，860人（男24，059人・女25，172人）※基本台帳人ロ49，785人（5月1日現在）12，084人／推計人ロ■市勢／世帯数
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〆

▲小学校団体戦

①川治小A　②東小千

③東小B

▲同個人戦優勝者

4年生・・根津和彦（東ノ

5年生…鈴木　修

　　　　　　（川才台小

6年生…上村重来

　　　　　　（水沢小

▲中学校団体戦

①十日町中　②黒崎中

③川西中A

▲同個人戦優勝者

林則彰（黒崎中）

本
ド


